
平成２７年度第２回いしかわ森林環境基金評価委員会

次 第

平成２７年１１月２０日（金）

１ 現地視察 ９：３５～

① 環境林整備事業実施林（竹林整備） 金沢市四十万町
し じ ま

② 環境林整備事業実施林（竹林整備） 小松市木場町

③ 身近な森保全事業計画林（緩衝帯整備） 小松市那谷町
な た

２ 評価委員会（南加賀農林総合事務所） １３：１０～

・あいさつ 棗農林水産部長

・議事

（１）平成２７年度第１回いしかわ森林環境基金評価委員会の概要

（２）平成２６年度いしかわ森林環境基金事業評価報告書（案）

森林の有する公益的機能の発揮に関する新たな課題や取組について（３）

（４）その他
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いしかわ森林環境基金評価委員会 設置要綱

（設置目的）
第１条 いしかわ森林環境基金条例（石川県条例第４１号）第１条に定め

る「いしかわ森林環境基金」（以下「基金」という。）を財源とした事業
の成果を検証・評価するとともに、事業の継続や見直しの必要性について検

、「 」（ 「 」 。）討するため いしかわ森林環境基金評価委員会 以下 委員会 という
を設置し、もって、同事業の透明性の確保と県民の理解増進にも資する。

（検討事項）
第２条 委員会は、次の事項について検討する。
（１）事業実績及び事業成果等の検証・評価に関すること
（２）事業の継続や見直しの必要性に関すること
（３）その他事業の推進に関すること

（組織）
第３条 委員会の委員は、市町長及び学識経験者、経済、社会教育、県民・消

費、農林水産関係団体の有識者からなるものとし、別紙のとおりとする。
２ 委員会に委員長を置くものとし、委員の互選により選出する。
３ 委員長は、会務を総理し、委員を代表する。

（任期）
第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。
２ 委員の再任は、妨げない。

（会議）
第５条 委員会は、委員長が招集し、会議の議長は委員長があたる。

２ 委員長に事故があるときは、委員長が指名する委員がこれを代行する。
３ 委員長は、必要に応じ、委員以外の者に出席を求め、意見を聴くことが

できる。
、 。４ 委員会の会議は 委員の半数以上の出席がなければ開くことができない
、 、 、５ 委員会の議事は 出席した委員の過半数をもって決し 可否同数の時は

委員長の決するところとする。

（議事内容の公表）
第６条 委員会は、原則として公開により実施し、議事内容は、議事要旨によ

り公表する。

（庶務）
第７条 委員会の庶務は、石川県農林水産部森林管理課において行うものとす

る。

（その他）
第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は委員会で

定めるものとする。

附則
この要綱は、平成２０年６月９日から施行する。
一部改正 平成２４年４月２日



平成２７年度第１回いしかわ森林環境基金評価委員会の概要 
 

１．日  時：平成 27年 8月 5日（水） 13:30～ 

２．場  所：県庁行政庁舎 1101会議室  ３．出席状況：委員 10名 

４．議  題：(1) いしかわ森林環境基金事業の平成 26年度の取組実績 

       (2)  環境林モニタリング調査―侵入竹林整備― 

(3)  税導入後の森林・林業を取り巻く状況の変化 

 

５．委員会議事要旨（委員の主な意見等） 

 

(1)いしかわ森林環境基金事業の平成２６年度の取組実績 

・強度間伐の実績が少し落ちているが、進捗に影響はないのか。 

→手入れ不足人工林の解消は、路網整備と併せた利用間伐も活用して行っている。侵入竹の

整備は、要望箇所も多く事業費もかかっているが、強度間伐もしっかりやっていきたい。 

・環境税は、山の持ち主では間伐できないような奥地の山を税で整備して、山の機能を保持す

るためというものであり、最初の目標をきちっと定めてやるということが大事。 

→侵入竹林の除去は、侵入竹の除去と併せて強度間伐を実施しており、手入れ不足人工林

の解消を図っている。 

・強度間伐が進まない理由として、持ち主の理解が得られないといったこともあるのか。  

→所有区分が小さく、同意をもらうのに手間がかかるといったこともあるが、協定締結の

推進にかかる補助事業などを活用して頂きながら、円滑に進めていきたい。 

   ・環境税の地域別配分（２６年度実績）というのを教えてほしい。 

   →南加賀は間伐がもともと進んでいたため、面積に対して強度間伐の比率は多くない。能登

地区は森林資源が多いので事業も多い。 

 

(2) 環境林モニタリング調査―侵入竹林整備― 

・環境税で一度竹を切ったらもう伐らないのか、それとも毎年伐るのか。 

→親竹を伐った後、２年間は刈り払いをする。刈り払い後３年目以降は、引き続きモニタリ

ングして、対策をするべきか見極めしていきたい。 

 

(3)税導入後の森林・林業を取り巻く状況の変化 

 ・山で暮らす方が山を管理し、山が守られているからこそ山の保全機能が発揮できているこ

とをふまえて、議論を進めてもらいたい。 

 ・クマやイノシシ以外で、森林にとってシカが大きな問題になってくるのではないか。それ

に対する総合的な取組を考えていただきたい。 

 ・竹林の分布や、シカやクマの増加や被害状況のモニタリング情報等、GISを利用するなど情

報を統合する取組体制を考えないといけないのではないか。 

・ボランティア作業の内容も、植樹といった体験的な活動ばかりではなく、クマが出没する地

域では緩衝帯の整備をする等、実際に効果のある活動をするべきではないか。 

・環境税の目的は公益的機能の維持なので、それを念頭に置くことを忘れてはいけない。強度

間伐もまだ残っているので、優先順位をつけながらやっていくことが大事。 

→侵入竹林は、竹の侵入により公益的機能が損なわれるというケースもあり、環境税で必要

な対策だと理解して実施している。 

 害獣の里山の侵入に関しては、対策は必要と考えているが、モニタリングやソフト事業を

通じ、その効果を見ているところ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度いしかわ森林環境基金事業 
    

評価報告書（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年１１月２０日 

 

いしかわ森林環境基金評価委員会 
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いしかわ森林環境基金評価委員会意見 

 

 

１ 意  見 

    平成２６年度の「いしかわ森林環境基金事業」の主な取組と実績につい

ては、おおむね適切であり、引き続き、手入れ不足人工林の解消に向けた

間伐と併せて侵入竹の除去等による公益的機能の確保、及び県民の理解と

参加による森づくりの推進に努められたい。 

 

 

２ 付帯意見 

今後、いしかわ森林環境基金事業の執行等に際し、以下の点について、

適切に対応されるよう申し添える。 

 

（１）手入れ不足人工林の解消に向けて、強度間伐と侵入竹除去をそれぞれ

バランスよく行うこと。 

 

（２）現在、いしかわ身近な森保全事業で集落周辺の緩衝帯の整備等に取り

組んでいるが、クマやイノシシに加え、今後、生息数の増加が懸念され

るニホンジカも含めた獣害対策について、他の事業との関連を踏まえな

がら、総合的に検討すること。 

 

（３）ソフト事業で取り組んできた県民参加の森づくりの効果として、森林

ボランティア活動等への参加者が増えてきているが、体験的な植樹とい

った活動だけではなく、獣害対策として里山林の緩衝帯の整備等、実際

に効果のある活動となるよう検討すること。 
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いしかわ森林環境基金事業の平成２６年度の取組実績 

 

Ⅰ 手入れ不足人工林の整備（ハード事業） 
 

＜第二期対策（Ｈ２４～２８）の整備方針＞ 

当初想定した 22,000ha の手入れ不足人工林のうち、第一期における強度間伐

10,400ha を差し引いた残り 11,600ha について整備を行い、手入れ不足人工林

の解消を目指す。 

近年の間伐材の利用促進に向けた情勢の変化を踏まえ、残り 11,600ha の整備

にあたっては、強度間伐のほか、可能な限り利用間伐（造林事業）を推進する。 

手入れ不足人工林の強度間伐と併せ、侵入竹の除去等の整備を延べ 1,700ha

実施。 

 

（１）手入れ不足人工林の強度間伐の整備計画と実績 

 

  ■平成２６年度の事業費内訳 

 

 

 

 

 

 

  ■手入れ不足人工林の整備計画と実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国庫補助金 基金

環境林整備事業
 ・強度間伐
 ・侵入竹の除去等

536,468 199,844 336,624

項　　目 事業内容 事業費

単位：ha 

単位：千円 
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（２）侵入竹の除去等の整備計画と実績 

 

  ■侵入竹の除去等の整備計画と実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■強度間伐の実施状況（能登町小間生 地内） 

H24 H25 H26 計

侵入竹の除去 100 100 100 300

荒廃竹林の伐採 10 10 10 30

植栽 10 10 10 30

再生竹の刈払い 0 110 220 330

120 230 340 690

侵入竹の除去 187 152 120 459

荒廃竹林の伐採 9 6 15 30

植栽 57 21 20 98

再生竹の刈払い 0 233 354 587

253 412 509 1,174

実
　
績

侵入竹の除去等計

区　分
第　２　期

計
　
画

侵入竹の除去等計

単位：ha 

間伐前 間伐後 
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（３）第二期の実施状況について 

第二期におけるこれまでの実施状況について、強度間伐の実績が伸び

ていない背景として、以下の点が考えられる。 

①路網整備の促進等により、手入れ不足人工林の利用間伐等が可能にな

っている。 

②強度間伐よりも侵入竹除去の要望が多い。 

③労務費等の事業単価が、第二期当初より３割程度上昇した。 

→（例）普通作業員単価 

12,800 円/人(H24.4) → 17,000 円/人(H27.2) 

 

今後も手入れ不足人工林の解消に向け、計画的に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■侵入竹除去の実施状況（金沢市四十万 地内） 

 

■再生竹刈払いの実施状況（津幡町上大田 地内） 

 

除去前 除去後 

刈り払い前 刈り払い後 
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Ⅱ 県民の理解と参加による森づくりの推進（ソフト事業） 
 

■平成 26 年度 いしかわ森林環境基金ソフト事業一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 森林に対する理解の増進 

（１）いしかわの森づくり普及広報推進事業（事業費：4,554 千円） 

県民の理解を増進するための普及広報を継続実施した。 

  ・新聞に事業成果などを掲載 

・パンフレット等の作成・配布 

・森づくり活動事例発表会の開催（H27.3.24 開催、参加者：79 名） 

・農林漁業まつり、環境フェアなど各種イベントにおける PR の実施 など 

 

 

 

 

 

 

 

  

農林漁業まつり（H26） 

新聞広告 

事　業　内　容 Ｈ26予算額 Ｈ26決算額

いしかわ森林環境基金評価委員会 600 390

いしかわの森づくり普及広報推進事業 5,080 4,554

いしかわ木に親しむ環境づくり推進事業 2,000 2,000

いしかわ森林環境功労者表彰 120 71

いしかわ森林環境実感ツアー 2,300 2,350

いしかわ景観キッズプログラムの開催（都市計画課） 800 800

小計 10,900 10,165

こども森の恵み推進事業 5,000 4,959

いしかわの森づくり推進月間事業 2,600 2,400

企業の森づくり推進事業 1,000 886

いしかわ身近な森保全事業 11,000 11,000

森づくりボランティア推進事業（温暖化・里山対策室） 3,700 3,653

里山子ども園推進事業（自然環境課） 2,000 2,000

石川の森整備活動CO2吸収量認証事業（温暖化・里山対策室） 1,000 824

小計 26,300 25,722

37,200 35,887

区分

森
林
に
対
す
る
理
解
の
増
進

県
民
参
加
の
森
づ
く
り
の
推
進

合計

（単位：千円） 
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(２）いしかわ木に親しむ環境づくり推進事業（事業費：2,000 千円） 

   森林の公益的機能の発揮に寄与する県産材の利用を推進するため、県産材

を使った木製品を公共施設等の広く県民の目に触れる場所に設置した１３団

体に支援を行った。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）いしかわ森林環境功労者の表彰（事業費：71 千円） 

   森林環境の保全に対する貢献が顕著であり、他の模範となる者を表彰した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）いしかわ森林環境実感ツアー（事業費：2,350 千円） 

   一般県民や小学生を対象に手入れ不足人工林やその整備状況等の現地を見

学するバスツアーや、木育イベントを開催した。 

 

小松市緑化公園センター（小松市） 

野町保育園（金沢市） 

県民みどりの祭典にて表彰（津幡町） 

補助団体名 設置場所 木製品

小松市緑化公園センター 同公園内（小松市） 立体花壇

里山自然学校こまつ滝ヶ原 施設屋外（小松市） テーブル、イス、プランター

白山会 施設玄関前（白山市） プランター、案内板

渡津ホタル保存会 道路脇（ホタル観賞地）（白山市） 看板

石川県民ふれあい公社 水族館・公園内（金沢市） テーブル、ベンチ

ニコニコ保育園 保育園正面（金沢市） フェンス

みずき保育園 保育園園庭（金沢市） テーブル、ベンチ

馬場福祉会 保育園玄関・ベランダ（金沢市） テーブル、ベンチ

大野町保育園 保育園園庭（金沢市） イス、遊具、ベンチ

野町保育園 保育園門前（金沢市） 衝立

木の花幼稚園 幼稚園園庭（金沢市） 遊具

中能登町教育委員会 中学校玄関（中能登町） プランター

能登島自然の里ながさき 道の駅屋外（七尾市） テーブル、ベンチ

計13団体

区分 H26

表彰者数 3

功労者　
・河北郡林業研究会
・一般財団法人きんしん環境財団
・北陸電力株式会社　七尾支社
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○森林環境実感ツアー（一般向け） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○こども森林環境実感ツアー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもたちへのアンケート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

興味がわい

た 35％

少し興味が

わいた 56％

全然興味がわかなかった

2％
あまり興味がわかなかった

6％

利用間伐実施林を見学（輪島市）  

開催日 内　容 場　所 参加人数

加賀市

小松市

9/27（土）
高性能林業機械による間伐の実施現場の見学、木材市場、組
子細工の体験教室、田鶴浜建具の歴史等

七尾市 24

計 47

9/20（土）
強度間伐の実施現場の見学、木地挽きろくろ実演を見学、木
材市場、加工・乾燥施設見学等

23

高性能林業機械による伐採を見学（七尾市） 木地挽きろくろ工場を見学（加賀市） 

日付 参加学校 参加人数

10/10（金） 小松市立日末小学校 24

10/10（金） 金沢市立伏見台小学校 130

10/21（火） 金沢市立富樫小学校 96

10/23（木） 加賀市立勅使小学校 16

10/30（木） 金沢市立中央小学校 86

計 ５校 352

木材加工工場を見学（小松市）  

間伐作業を見学（加賀市） 
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○木育イベントの開催 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）いしかわ景観キッズプログラムの開催（事業費：800 千円） 

    子ども達を対象に里山の景観保全と森づくりの大切さを理解する体験学

習を 3 校で実施した。（土木部都市計画課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 4,5 日の「石川の農林漁業まつり」において実施（金沢市：県産業展示館）  

いしかわ景観キッズプログラムの様子  

（中能登御祖地区） 

日　時 参加学校 参加人数

6/11（水） 七尾市立和倉小学校 18名

8/27（水） 中能登町立御祖小学校 15名

9/19（金） 輪島市立鳳至小学校 56名

計 89名
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２ 県民参加の森づくりの推進 

（１）こども森の恵み推進事業（事業費：4,959 千円） 

  子ども達を対象に森林環境教育や森林体験活動を行うＮＰＯ等２２団体を

支援した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）いしかわの森づくり推進月間事業（事業費：2,400 千円） 

  毎年 10 月を「いしかわ森づくり推進月間」と定め、県下５地区で県民森づ

くり大会を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）企業の森づくり推進事業（事業費：886 千円） 

  企業による森づくり活動を推進するため、活動事例集の作成、企業に対する

説明会や現地見学会の開催、活動フィールドの仲介、技術指導等を行った。 

せせらぎの郷振興会 

（しいたけ植菌体験・小松市） 

能登島自然の里ながさき  

（ウッドデッキづくり・七尾市） 

開催日 開催テーマ 開催場所 大会内容 参加人数

10/4(土) 中能登トレイルランと石動山の魅力 中能登町石動山（県有林） 遊歩道の整備 47

10/5(日) 能登の里山「広葉樹の森づくり」
穴水町字甲
(町有林)

植栽、除伐、栗拾い等 47

10/12(日) 千本桜の里づくり 金沢市平町（千本桜の里） 植栽木の保育、記念植樹 100

10/18(土) 県民パワーと企業パワーで森づくり 小松市瀬領町 植樹、整備した森林の散策 262

10/25(土) 「おにゆりの里」の森づくり
白山市八田公園
（おにゆりの里）

公園マツ林内の低木等整理、
有用な薬木の解説

61

合計 ５地区 517

遊歩道整備（中能登町）  マツ林内の低木整理（白山市）  
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（４）いしかわ身近な森保全事業（事業費：11,000 千円） 

  地域住民と協働で集落周辺の放置された森林の整備・保全・活用を図る４市

町の取組へ支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）森づくりボランティア推進事業（事業費：3,653 千円） 

   自主的に森づくり活動等を行うＮＰＯ等１１団体へ支援した。 

（環境部温暖化・里山対策室） 

 

 

 

 

 

   

 

整備前 

■緩衝帯整備の実施状況 

下刈り作業の様子 （かほく市・大崎町） 
植樹の様子 （津幡町・県森林公園） 

（能美市湯屋町）  

区分 H26実績

協定締結企業数(新規) １企業

締結企業数(のべ) 39企業

活動フィールド 45地区

森づくり活動参加者数 4,751人

事業主体 事業内容 実施場所

小松市
 野生獣の出没による被害が懸念される集落周辺の
森林の整備・保全（緩衝帯の整備）

小松市（三谷町、本江町、東山町、千木野町、
埴田町、蓮代寺町、吉竹町、若杉町、那谷町）

能美市
 野生獣の出没による被害が懸念される集落周辺の
森林の整備・保全（緩衝帯の整備）

能美市（湯屋町、倉重町、金剛寺町）

 地域住民と協働した森林整備活動（除間伐、作業道
の整備、木材利用等）

金沢市（岩出町、堅田町、深谷町、不
動寺町）

 地域住民と協働した森林整備活動（広葉樹の整理
伐、植樹、下刈り、竹林伐採等）

金沢市上辰巳町

 野生獣の出没による被害が懸念される集落周辺の
森林の整備・保全（緩衝帯の整備）

志賀町（切留、地保、鵜野屋）

 地域住民と協働した森林整備活動（登山道周辺の森
林の間伐および草刈り等）

志賀町大福寺

志賀町

金沢市

整備後 

区分 H26

団体数 11団体

参加者数 1,780人

ケロン子ども森の学校委員会（下草刈り・能登町）  
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（６）里山子ども園推進事業（事業費：2,000 千円） 

  県内の保育園・幼稚園を対象に里山の自然体験プログラムを計 40 回実施し

た。（環境部自然環境課）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）石川の森整備活動 CO2 吸収量認証事業（事業費：824 千円） 

  企業の森づくり活動を推進するため、森林整備活動に対する二酸化炭素の吸

収量証書を 19 企業（うち新規 2）に交付した。（環境部温暖化・里山対策室） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夕日寺健民自然園 

森林整備活動 CO2 吸収証書交付式  

木場潟中央園地 

H26年度実績

計40回、園児1,055名〔40園〕参加

＜実施場所＞
　　夕日寺健民自然園（金沢市）
　　木場潟中央園地（小松市）
　　橋立自然公園（加賀市）
　　吉岡園地（白山市）
　　ちびっ子自然センター（羽咋市）
　　能登島生涯学習センター（七尾市）
　　県民の森総合交流センター（輪島市）

団体名
19 団体

　のと共栄信用金庫 13.1

　“ニッセイの森 友の会”（日本生命金沢支社）
　　・公益財団法人ニッセイ緑の財団

14.6

　石川フォレストサポーター会 7.2

　株式会社ＮＴＴドコモ　北陸支社 2.1

　森林公園地域振興会・金沢森林組合エコグループ 2.6

　公益社団法人　石川の森づくり推進協会 8.0

　株式会社　北國銀行 1.2

　生活協同組合コープいしかわ 1.2

　富士通株式会社  北陸支社 1.2

　ＴＯＴＯ株式会社　北陸支社 0.9

　鶴来信用金庫 0.9

　株式会社　石川コンピュータ・センター 0.4

　キリンビールマーケティング株式会社　石川支社 6.8

　株式会社　丸中組 0.4

　株式会社　ハクイ村田製作所 0.8

　株式会社　ホクコク地水 0.9

　コマニー株式会社 0.2

※株式会社エオネックス 1.2

※大阪有機化学工業株式会社 0.9

合計 64.6

認定
吸収量

（t-CO2）
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Ⅲ 環境林モニタリング調査 ―侵入竹林整備― 
 

侵入竹除去による森林の公益的機能の回復状況を、科学的・定量的に把

握するため、平成２４年度よりモニタリング調査を県内２０ヶ所で実施。

調査は、各調査地に 100 ㎡プロットを 1 箇所設定し、新竹の発生状況と広

葉樹の更新状況を、さらにその中に 1 ㎡の小プロットを 5 箇所設けて下層

植生と A0 層の調査を行った。 

調査対象は、１年目は親竹の本数・幹直径を、２年目および３年目は再

生竹（春と秋）と残存竹の本数を調査した。 

竹の種類は１８箇所がモウソウチクであり、残り２箇所がマダケである。 

竹林伐採の手順は以下の写真のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備 

1 年目：親竹伐採（不定期） 

2 年目：再生竹刈り払い（夏） 

3 年目：再生竹刈り払い（夏） 

2 年

目、3

年目 

竹林整備の手順 

伐採前 

再生竹刈り払い(8 月) 再生竹繁茂 (8 月) 再生状況 (10 月) 

再生竹刈り払い 

（2 年目、3 年目） 

親竹伐採（１年目） 
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１.侵入竹の再生について 

（１）侵入竹伐採後から４年目の状況 

①小松市五国寺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②能美市金剛寺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H24 能美市金剛寺 

スギ（クリ） 

500 本/ha、直径 28.5cm、樹高

15.6m 

モウソウチク 

5,300 本/ha、直径 10.4cm、樹高

15.1m 

 

H24 小松市五国寺 

スギ 

400 本/ha、直径 44.8cm、樹高 26.5m 

モウソウチク 

2,300 本/ha、直径 12.3cm、樹高 13.3m 

H24（伐採前） 

H24（伐採後） H27（４年目） 

H24（伐採前） 

H24（伐採後） H27（４年目） 
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③輪島市野町川西 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④珠洲市宝立町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H24 珠洲市宝立町鵜島 

アテ（スギ）  

300 本/ha、直径 32.0cm、樹高 19.0m 

マダケ 

12,800 本/ha、直径 8.1cm、樹高 17.1m 

H24 輪島市町野町川西 

スギ 

1,900 本/ha、直径 18.8cm、樹高 15.3m 

モウソウチク 

3,100 本/ha、直径 10.2cm、樹高 13.3m 

 

H24（伐採前） 

H24（伐採後） H27（４年目） 

H24（伐採前） 

H24（伐採後） H27（４年目） 
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（２）再生竹の発生状況 

 ○２年目、３年目の再生竹の本数をグラフで示すと以下のとおりである。 

・親竹の密度が高いところほど再生竹の密度が高い。 

・２回の連続した刈り払いが、再生本数を低下させていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○親竹と再生竹の関係（３年目）をグラフで示すと以下のとおりである。 

・親竹が 5,000 本/ha 以下では、再生しなかったところが多かった。 

・5,000 本/ha 以上では、翌年度の発生状況によっては、継続した除去また

は何らかの対策が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

y = 8E-07x2 - 0.0025x
R² = 0.8941
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４年目の再生状況 
○４年目の新竹発生数および親竹密度との関係は、下記グラフのとおりで 

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の課題】 

再生竹の成長の追跡調査が今後の課題。 

 
 
２．侵入竹除去後の広葉樹の更新と下層植生の回復状況 

（１）親竹伐採後の広葉樹更新状況 

親竹伐採後３年目までの高木広葉樹の種類と本数変化は、以下グラフの

とおりである。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

y = 0.0011x + 7.6606
R² = 0.0878

0

10

20
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40

50

0 2000 4000 6000 8000 10000 12000 14000

新
竹

本
数

（
本
/1
0
0
㎡

）

親竹密度（本/ha）

【発生の特徴】 

①親竹の密度とは関係は薄くなっている 

②発生に偏りがみられる（部分的に根が生存） 

主な発生箇所 

  ・昨年の再生竹の周辺 

  ・棚積みの周辺 

  ・竹林の隣接地 

③直径 1cm 以下のササ状のものがほとんど 
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・広葉樹種数は、親竹伐採直後は少ない 

・種数・本数とも２年目に急激に増加（光環境の改善が影響したことによる）  

・３年目の本数は２年目に比べやや減少（再生竹の刈り払いの影響）  

※広葉樹は順調に更新している 

 

（２）成長が期待される広葉樹  

 

林内の光環境と高木広葉樹の樹高変化は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・親竹伐採直後はそれなりに大きい（前生稚樹）  

・光環境は、伐採直後と２年目・３年目で大きく変化していない  

・広葉樹は、２年目と３年目で大きく変化していない（竹の刈払いの影響）  

※広葉樹は萌芽再生している  

 

（３）着実に回復している下層植生 

植被率と A0 層被覆率の変化は以下のとおりである。 
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・親竹伐採直後は植生が少なく植被率は低い  

・植被率は、２年目・３年目と順調に増加している（光環境の改善）  

・A0 層は、ほとんど変化していない（元々多い）  

※公益的機能は、高まっている  

 

（４）主な高木広葉樹の出現状況  

 

・伐採直後は、前生の常緑広葉樹が優占（耐陰性の高い樹種）  

・２年目に様々な性質の樹種が増加  

・手入れ不足人工林の間伐後に出現した広葉樹と類似 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）広葉樹の更新状況  

 

刈り払われても萌芽で再生している。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シロダモ        ヤマザクラ     ウラジロガシ 

  

・赤字は上位優先樹種 
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